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論 文 の 内 容 の 要 旨

青果物は､軟弱であるため物理的な損傷が発生しやすく､､同時に生理代謝も変動するた

め､品質変化が極めて複雑である｡振動･衝撃が青果物の品質および代謝変動に及ぼす影

響に関する過去の報告では､現在の流通環境に直接適用するのは難しい｡国内消費および

輸出のために青果物の高品質流通を実現するためには､低温高湿度条件による品質保持に

加えて､振動･衝撃による品質低下を防ぐための技術開発が必要である｡

本論文では､軟弱な青果物の代表であるイチゴ果実を対象として､青果物の物流におい

て発生が避けられない振動が､呼吸速度変動､微生物の挙動､損傷の発生に及ぼす影響に

関する基礎的な研究を行った｡また､振動が果実損傷に及ぼす影響を定量的に評価するた

めの技術について検討を行った｡

第一に､振動条件が呼吸速度変動に及ぼす影響について検討を行った｡その結果､イチ

ゴ果実は,加振中に呼吸速度が上昇し､加振停止後は速やかに加振前のレベルに戻ること､

および､損傷の程度に応じて再度呼吸速度が上昇することと加速度の大きいほど呼吸準度

の増大割合が大きいことがわかった｡すなわち､イチゴ果実の呼吸基質消耗抑制およびM

A包装内のガス濃度制御のための環境条件として温度管理がより重要な要因であることが

確認された｡

第二に､振動条件がイチゴ果実の損傷および振動特性に及ぼす影響について鹿討した｡

その結果､振動周波数により損傷特性が異なることが示唆され上下振動より水平振動で

損傷が発生しやすいことが明らかとなった｡

第三に､振動による損傷が､貯蔵中のイチゴ果舞上の微生物増殖に及ぼす影響について

検討した｡一般生菌および大腸菌群軋10℃では加振区､対照区ともにほぼ一定であった

が､25℃では､加振区で有意に生菌数が増加し､大腸菌群の生菌数ではその傾向がより顕

著であった｡E.cohO157:E7は､io℃では､加療処理区で対象区より有意に低かったが､

25℃では有意な差は見られなかった｡これらの結果から､振動による損傷により､10℃程

度の低温に保管することで､微生物増殖を抑制できることが明らかとなったQ

第四に､イチゴ果実の振動特性と損傷特性の関係について検討した｡その結果､振動台

加速度に対するイチゴ果実加速度の割合として示される加速度伝達率によって損傷をある
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程度説明できることが明らかとなった｡また､容器中央果実の加速度伝達率と損傷程度に

は高い相関関係が見られ､包装の緩衝性能の評価に､被包物の加速度伝達率を用いること

が有効であることが示唆されたこ

以上の研究により､イチゴ果実の品質変動のうち､振動が呼吸速度､微生物の挙軌.損

傷程度に及ぼす影響に関する基礎的知見が得られ､この知見は､青果物の高品質流通を実

現する上で有用な情掛こなると思われる｡また､本研究で撞案した加速度伝達率を用いる

緩衝性能評価手法は､緩衝包装設計の大幅な簡略化ならびに必要最小限の包装で求められ

る品質を保持する包装の最適化に寄与するものと期待される｡さらに､本手法の高度化と

適用弛囲の拡大により､今後ますます多嘩化すると予想される食品の流通において､高品

質化と環境負荷の低減という観点からの物流の最適化が可能になるものと考えられる｡

審 査 結 果 の 要 旨

青果物は､軟弱で物理的な損傷が発生し生理代謝も変動するため､品質変化が短めて

複雑である｡振動が青果物の品質および代謝変動に及ぼす影響を調べることは意義深い｡

本論文では､軟弱な青果物の代表であるイチゴ果実を対象として､青果物の物流にお

いて発生が避けられない振動が､呼吸速度変動､微生物の挙動､損傷の発生に及ぼす影

響に.関する基礎的な研究を行った｡また､振動が果実損傷に及ばす影響を定量的に評価

するための技術について検討を行った｡

その結果､イチゴ果実の品質変動のうち､振動が呼吸速度､微生物の挙動､損傷程度に

及ぼす影響`に関する基礎的知見が得られ､この知見は､青果物の高品質簡通を実現する

上で有用な情報になると思われる｡また､本研究で提案した加速度伝達率を用いる緩衝
性能評価手法は､緩衝包装設計の大幅な簡略化ならびに必要最小限の包装で求められる

品質を保持する包装の最準化に寄与するものと期待される｡さらに､本手法の高度化と
適用範周の拡大により､今後ますます多様化すると予想される食品の流通において､高

品質化と環境負荷の低減という観点からの物流の最適化が可能になるものと考えられ

る｡

以上について,審査零点全員→致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の

学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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